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　　　※訓練終了後に実施検証し、結果を次回の訓練に反映させる。

　　　※消防訓練実施結果報告書を作成し、消防署に提出する。

１　消防訓練（総合訓練）全体の行動フロー

火 災 発 生

通 報 避 難 消 火

自動火災報知設備の

ベル発報

すぐに自動火災報知設備の

受信機で出火階（区域）を

確認

出火場所に急行し、火災の

状況を確認

出火場所の確認

火災発生場所の確認

消防隊へ情報提供
避難状況（逃げ遅れ等の有無）、

初期消火状況等を消防隊へ報告



２　「通報訓練」の流れとポイント

※ ポイント

【基本】 会話形式で実施する。

【応用】 電話を使用（訓練時は119番をかけない。）

最寄りの消防署に電話する。

【火災通報装置による通報】（設置している場合）岩手県央消防指令センター 019-601-5850

①直前に岩手県央消防指令センターへ、火災通報装置による訓練を行いたい旨を連絡する。

②ボタンを押して通報する。（折り返しの電話に、訓練の旨を伝え応対する。）



【通報に便利な１１９番通報メモ】

【119番通報（緊急通報）の受付場所について】

北上市及び西和賀町から119番通報した場合、「岩手県央消防指令センター」

（盛岡中央消防署内に設置）につながります。携帯電話やスマートフォンからの

通報では、通報している場所を素早く特定することができませんので、できるだ

け詳しく住所、また、建物名等目標となるものを通報してください。

※通報訓練では119番はかけられません。

この119番通報メモに、住所・目標となるもの・電話番号等の通報項目を記入して、

電話機の前など目立つ場所に貼っておくと便利です。



【通報例と受付先】



 ①  消火器を使用する場合
]

３－１ 「消火訓練」（初期消火）の流れとポイント

※ポイント

【基本】 ①消火器の設置位置を確認する。

②持ち上げて取扱い方法を確認する。

③数秒間構えてみる。

【応用】（水消火器を借用しての訓練、お問い合わせ先は別紙）

①最寄りの消防署（分署）に借用予約の電話をする。

②最寄りの消防署（分署）で借用書に記入し、借用する。

③屋外にて、模擬消火訓練を実施する。



 ②  屋内消火栓を使用する場合

　●屋内消火栓には２つのタイプがあり、それぞれ操作要領が違います。

３－２ 「消火訓練」（初期消火）の流れとポイント



４ 「避難訓練」（避難誘導）の流れとポイント

全員避難したか？

逃げ遅れは？

※ポイント

【基本】

①模擬出火場所から近い場所で避難を呼びかけて、廊下及び階段を利用し避難させる。

②避難経路を確認し、非常口等に不要品が置かれていないかを確認する。

【応用】（自動火災報知設備を設置している場合）

①自動火災報知設備の受信機を見て、模擬火災場所を確認する。

②模擬火災場所に駆けつけ、状況を確認する。

③基本の①、②を実施する。



　

【避難通路・避難階段の維持管理】

※避難時に使用する通路や階段には物を置かないよう、常に維持管理に心掛けま

しょう。

避難通路に物が放置されていたり、非常口がふさがれてい

ると、避難経路が断たれ、大変危険です。

避難階段が倉庫代わりになった状態。階段に物が放置さ

れていると、避難経路が断たれ、大変危険です。

避難通路

避難階段

これでは

消防法違反です。

これでは

消防法違反です。


